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福祉 生活支援技術 ２年 2 生活支援技術（実教出版）

学期 月 到達度目標（学習のねらい）

4月

・生活支援について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を習得する。
・生活を支えるために何が必要なのかを体系的・系統的に理解する。
・生活支援が必要な人についてこころとからだから理解する。
・生活支援が必要な人の家事とその生活を理解する。
・生活支援が必要な人の快適な居住環境と介護について理解するとともに，関連する技術を習得す
る。
・アセスメントの意義、役割について体系的・系統的に理解する。

5月

・介護の理念や法的根拠、介護を行う上での視点について体系的・系統的に理解しているとともに，
関連する技術を身に付けている。
・対象者や様々な場面において必要なコミュニケーションを体系的・系統的に理解しているとともに，
関連する技術を身に付けている。（バイタルサイン・観察・記録）
・家事支援を通して、利用者の個別性を考えた生活の維持・具体的な方法、家族支援、地域サービ
ス等在宅支援体系的・系統的に理解しているとともに，関連する技術を身に付けている。

6月

・移動・移乗の介護に関する意義・目的を理解し、移動・移乗の介護に関する基本的な知識と技術が
習得できる。（体位変換）
・身じたくの介護に関する意義・目的を理解し、身じたくの介護に関する基本的な知識と技術が習得
できる。（寝衣交換、口腔ケア）

7月

9月

10月

・食事の意義・目的を理解し、食事の介護に関する基本的な知識と技術が習得できる。（食事介助）
・入浴・清潔保持の介護に関する意義・目的を理解し、入浴・清潔保持の介護に関する基本的な知
識と技術が習得できる。（足浴・洗髪・全身清拭）

11月

・排泄の意義・目的を理解し、排泄の介護に関する基本的な知識と技術が習得できる。（尿便器の
排泄、おむつ交換）

・睡眠の意義・目的を理解し、睡眠の介護に関する基本的な知識と技術が習得できる。（寝室環境・
シーツ交換）

・終末期やグリーフケアにおける介護の意義・目的を理解する。
・終末期やグリーフケアの介護に関する基本的な知識が習得できる。

1月

・医療的ケアにおける介護の意義・目的を理解する。
・医療的ケアの介護に関する基本的な知識が習得できる。

2月

・緊急時における介護の意義・目的を理解する。
・緊急時の介護に関する基本的な知識が習得できる。

令和５年度　　新川みどり野高校　年間指導計画（シラバス）

前期

単元 学習内容

学習の到達目標

・対象者に必要な生活支援に関する基礎・基本的な知識が理解できる。
・生活支援を要する人に関心を持ち、相手を尊重して意欲的に実習に取り組むことができる。
・対象者に合った生活支援方法を考え、コミュニケーションをとりながら学習・実習に取り組むことができる。

学科

普通科・福祉教養科

第2編　自立に
向けた生活支援

第8章　睡眠・休養の支援
・睡眠・休養の意義と目的　　・睡眠・休養の支援の技法

第1章　居住環境の整備
・居住環境整備の基本概念　　・快適な居住環境
第2章　家事の支援
・家事支援の意義と目的
・家事支援の技法～調理，食品の保存，衛生管理～
・家事支援の技法～洗濯～
・家事支援の技法～掃除・ゴミ捨て～
・家事支援の技法～裁縫～
・家事支援の技法～衣類・寝具の衛生管理～
・家事支援の技法～買い物～
・家事支援の技法～家庭経営・家計の管理～

第1編　生活支
援の理解

第1章　生活の理解
・生活とは　　・生活形成のプロセス
第2章　生活支援の考え方
・生活支援の考え方　　・尊厳の保持と自立支援
・介護予防とリハビリテーション
・福祉用具の活用
・介護従事者の健康管理と感染予防対策
第3章　生活支援と介護過程
・生活支援におけるアセスメント
・ICFの視点にもとづく生活支援
第4章　多職種協働と他の専門職の役割
・生活支援における多職種協働
・生活支援における他の専門職の役割

後期

第4章　移動の支援
・移動の意義と役割
・移動の支援の技法
第3章　身じたくの支援
・身じたくの意義と役割
・身じたくの支援の技法

第9章　レクリエーションの支援
・レクリエーションの意義と役割　　・レクリエーションの支援
の技法
第4章　移動の支援
・移動の意義と役割　　・移動の支援の技法

・レクリエーションの意義と目的が理解できる。
・レクリエーションにおける介護技術を理解し、行うことができる。
（福祉体験時におけるデイサービス利用者に対し、レクリエーション活動の意義を理解し、実施でき
る。）
・移動・移乗の介護に関する意義・目的を理解し、移動・移乗の介護に関する基本的な知識と技術が
習得できる。（車椅子、杖）

第5章　食事の支援
・食事の意義と役割　　・食事の支援の技法
第6章　入浴・清潔保持の支援
・入浴・清潔保持の意義と役割
・入浴・清潔保持の支援の事前準備や留意点
・入浴・清潔保持の支援の技法

第7章　排泄の支援
・排泄の意義と役割
・排泄の支援の技法
・排泄障害の種類と対応
・その他の排泄に関するさまざまな支援

12月 第4編　終末期
の支援

第1章　終末期の支援
・終末期の支援の意義と目的
・終末期の支援における介護従事者の役割
第2章　死を迎える人への支援と留意点
・死を迎える人への具体的な支援場面
・死後へのケア　　・グリーフケア

第5編　医療的
ケア

第1章　医療的ケアの理解
・医療的ケア　　・安全な療養生活
・清潔保持と感染予防　　・健康状態の把握
第2章　高齢者および障害者の喀痰吸引
・喀痰吸引の基礎知識
・喀痰吸引の実施手順（1）口腔内・鼻腔内吸引
・喀痰吸引の実施手順（2）気管カニューレ内部の吸引
第3章　高齢者および障害者の経管栄養
・経管栄養の基礎知識　　・経管栄養の実施手順

第3編　緊急時・
災害時の支援

第1章　緊急時の支援
・緊急時における支援の意義と目的
・応急手当の実際
第2章　災害時の支援
・災害時における介護従事者の役割
・災害時における生活支援


